














加賀爪 優  
MasaruKAGATSUME：BiofuelProductionin AustraliaandItsImplications  
－Towards Resource RecycledFarmlngthroughRenewable Petro－SubstituteFuels－  
Recently，Australiahastriedtopromote Biofuelproductionintwoways．－Onefromsug－  
arcane mainlyin Queensland and the other fiom wheatin Westem Australia．However，at  
the moment，Oileompanies and automobileindustries are strongly against these policiesin  
Orderto maintaintheir share oftraditionalpetroleumfuels．Federalgovernmenthas also been  
hesitating its rapid expansion following their opinions although state govemments have all 
been promoting strongly．These situations reflect current politicaldualstruCturei．e．fbderal  
governmentisledbyconservativecoalitionofNationalpartyandLiberalpartywhileallstate  
governments areled by Labor party．   
Due to the stagnation ofinternationalprices of sugar and wheat，血rmerSin Queensland  
and western Australia have suf托red fi・Om Serious fhrmmanagement Situations．Promotion of  
biofuelproductionbased on gralnS began to be considered asthe efncient measures to soIve  
these situations．In addition to these，Current high oilpnce and appreciated exchange rate of  
Australiandollarhad contributed to the promotion ofbiofuelproduction．Underthese situa－  
tions，Australiangovernmenthas setthetargetOf“350millionlitterofbiofuelproductionby  
2010”．   
Ontheotherhand，AustraliahasnotratinedKyotoProtocolyet．Originallythebiofuelpro－  
JeCtS have2purposes．Oneis secunng sufncientfuelsupplyandanOtheris mitigatingthe  
globalwarm1ngby curtailing CO2emissionthrough substituting petroleumwithbiofuels．The  
PrOmOtion ofbiofuelprqjects might beimportant fbr o飽ettingthe negativeimage ofnon－  
PartlCIPationin theintemationalagreementforglobalenvironmentalconservation・AIlyWay，  
biofuelprqjects havejustbeenimplementedin both prq）eCtSfor the bio－etanOlandthe bio  
diesel魚1els．   
Atthe moment，Australia has been erqoylng eCOnOmic boom caused by fbrmer Sydney  
OlympIC and comlng Peking OlymPIC Which has rapidly expanded mineralimport丘om  
Australia．Thisbiofuelprqjectcanbe one ofthe e飴ctive measures to soIvetherecessionor  
bubble explosion after these eventsare OVer，．  
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表1 再生可能エネルギー生産の現状（単位＝PJ＝petajoules＝1015ジュール）  
2000  2001  2002  2003  204   
砂糖黍搾糟   106  99  92  95  97   
バイオ燃料   0  1．6  2．1  2．3  1．4   
水力発電   60  61  58  59  58   
太陽光発電   2．7  2．6  2．7  2．、8  2．6   
木材大鋸屑   108  109  95  99  97   
出所）文献［1］  
表2 再生可能資源による発電量（2004年、百万ワット）  
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表3 再生可能資源による発電量の予測（ギガ109ワット時）  
2005  2010  2015  2020  2030   
水力発電   16110  17004  16818  17241  18043   
風力発電   1529  3755  5801  6036  7875   
バイオマス発電   920  1492  2058  3133  6425   
バイオガス発電   576  1318  1440  1605  2152   
合 計   19135  23570  26117  27995  34495   




物資源に由来する発電量の合計が風力発電を凌駕することになる。   
また、図1は再生可能資源による発電事業の立地状況を示している。その内容は、砂糖黍  
の搾り糟、ゴミ埋立地からのメタン、太陽エネルギー 、水力、風力、下水からのメタンなど  
を利用する発電である。太陽エネルギーや風力による発電は、豪州大陸の中部や北部の砂漠  
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圃1 再生可能資源による発電  
皿所）文献［り  













35   


















であろうと言われている。   
多くの国にとって、エネルギーの確保と二酸化炭素放出の大幅な削減という組合せが重大  
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率は各々、リットル当り19．1セントと12．5セントになる。   
2003年7月1日から2015年7月1日までの間に、エタノールとバイオディーゼルに適用さ  
れる実効税率は以下の表のように設定される。  
表4 バイオ燃料への優遇税制（セント／リットル）  
2010～  2011～   2012′、′  2013′・－   2014′－   
2011   2012   2013   2014   2015   
石油   38．143  38」143  38．143  38．143  38．143  38．143   
バイオ・ディーゼル   0   3．8   7．6   11．4   15．3   19．1   
LPG，LNG，エタノール   0   Z．5   5．0   7．5   10．5   12．5   
出所）文献［4］  
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ない。   
なお、連邦政府は、燃料販売補助計画（FuelSales Grants Scheme）として、地方の農村  
住民に対して、1～3c几（セント／リッター）の補助金が与えられてきたが2006年7月に廃  
止された。   
また、生産者に対する補助金（CleanerFuelsGrants Scheme）も201l～15年にバイオディー  
ゼルで19．043c几、エタノールで25．643c几へと削減されることになっている。   
さらに、連邦政府は、原料の輸入やエタノール輸入に対し、輸入関税を課しており、それ  
により輸入保護政策を採用している。つまり、この政策は、国際経済学でいう典型的な「幼  







なる。   
加えて、ElOラベルを簡素化し、ヨーロッパのようにE5ブレンドはラベルなしで販売され  
るようにすると共に、豪州の環境下で、エタノールブレンド（車からの排ガスなど）におけ  




（図2）。   
ここ2～3年のうちに、豪州で始められる既存または提案されているバイオディーゼル工  
場は次の表5に示す通りである。   
また、バイオ・エタノールに関しては、豪州における既存のエタノール生産者は、①ニュー  
サウスウェールズ州Nowra地区のManildra Group、②クイーンズランド州Bundefberg地区の  
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国2 バイオ燃料生産量の推定値（高めと低めの場合）と350MLの目標値  
（」?）?????????ー???
2005  2006  2007  2008  2009  2010  
Year  
出所）文献［4］  
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表6 豪州におけるバイオ・エタノールの新規生産事業  
生産設僻事業   州   開始年  推定容量（ML）   
CSRDistilleries，Sarina   qLD  既設   32   
ManildraGroup，Nowra，   NSW  既設   100   
WHHeckandSon，RockPointMill，Woongoolba  qLD  既設   20   
AustralianEthanol，SwanHill，   ⅤIC  2007年早期   90   
PrimaryEnergy，Gunnedah   NSW  2007年早期   120   
DalbyBio－re負nery，Dalby，   qLD  2007年半ば   80   
LemonTreeEthanol，Mllmerran，   qLD 2007年   37   
PrimaryEnergy，Kwinana，   WA   2008年早期   80   
AustralianEthanol，Coleambally，   NSW  2009年   90   





















ー40－   
加賀爪 優：豪州における穀物からのバイオ燃料生産の動向とその意義   
1日から最高10％に設定された。歴史的にも、1929年から1957年までの間、クイーンズラン  
ド州の一部で販売された全ての石油は10％のエタノールを含んでいた。  
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において、ヨーロッパでの先進国である。   
世界で最大のエタノール工場は、トウモロコシからエタノールを作る中国にある。また、  
砂糖黍をベースに燃料エタノール計画を実施するインドでも関心が高まりつつある。  




















立できるように、税率の削減や資本補助などの実質的な奨励策が制度化されつつある。   
現在の石油と砂糖の価格水準、そして、豪ドルと米ドルの為替レートの現行水準のもとで、  
砂糖黍の糖密（molasses）からのエタノールは、消費税調整済みベースで石油と競争できる  
－42－   




ルに回されても、豪州の現在の石油消費量全体の10％を少し上回る程度である。   
砂糖産業は、既に多くの企業が行っているように、燃料市場にエタノールを供給するとい  
う経済的好機を最大限に生かすべきである。このためには、他の選択肢に関して慎重に評価  












大きな相乗効果が得られるからである。   
このように、砂糖黍および砂糖黍農業体系に組み入れられる他の作物、例えば、マメ科作  
物から派生する広範な代替エネルギー製品は、ライフサイクル分析により評価されている。  
5．西豪州におけるバイオ燃料事業への取組   
次に、西豪州農業食品省の資料（文献［5］）に従って、西豪州におけるバイオ・エタノー  





調に拡大している。   
2006年の穀物全体の生産量は640万トンであり、このうち、小麦は420万トンである。小麦  
－43－   






体の35％を生産している。   
西豪州の国内マーケットは極端に小さく、東部諸州の市場からかけ離れ、いわば孤立して  
いる。そのため、毎年、生産の80～90％に当たる約840万トンの穀物を輸出市場に依存して  
いる。これは東部の諸州に比べ、はるかに高い。   
西豪州には6500戸の穀物農家がいて、その平均農場面積は1642ヘクタールである。過去10  
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いので、全体の25～30％の約6000万リットルが西豪州のエタノール需要と推定されている。   
西豪州では、800万トン近い（2001～05年の平均）小麦が生産されているが、その約半分  
は、ASW（Australian StandardWhite）、飼料用や多用途品種など蛋白質が10％以下と比較的  
低く澱粉含有率が高い小麦である。この特性は、エタノールの生産に適した小麦の特性であ  
る。このように西豪州には、エタノールの生産に適した小麦が豊富である。   
東部のクイーンズランド州が砂糖黍からバイオ・エタノールを生産するのに対して西豪州  
では小麦からバイオ・エタノールを生産する。前述した通り、エタノールの生産には、西豪  
州で生産される低蛋白で高澱粉含有の小麦が適しているからである。   
西豪州で生産される小麦が、全てエタノール用に使用されるとした場合、過去5年の年平  









の生産量の拡大やその他の技術革新によるエタノールの生産拡大の可能性は極めて大きい。   
西豪州では、小麦からエタノールを生産する際の生産コストは、リットル当り58．6～63．2  
セント（豪州通貨）である。また、図3aは豪州におけるバイオ・エタノールの生産地域と  
生産能力を示している。   
このように、西豪州の穀物生産は拡大の潜在性が大きく、また、人口が極端に少なくて国  
内向け需要が限定されるため、輸出余力が大きいことなどの点で、西豪州は、将来的なバイ  
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100ML／y「   
図3b／くイオ・ディーゼル燃料の生産地域と生産能力  
150Mし／y「   
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表7 バイオディーゼル生産の収入と章用  
収   入  単位   費  用  単位   
ha当りバイオディーゼル生産  569L   可変費用計   ＄I．53  L（BDF）   
L        農場でのバイオディーゼル／ディーゼルの価値  ＄1・07  固定費用計   ＄0．13  L（BDF）   
グリセリン収益   ＄0．06  L（BDF）  菜種生産   ＄0．48  ト（BDF）   
油粕収益  ＄0．75  ＄0．11  L（BDF）  
費用計   ＄2．25  L（BDF）  
総収益  ＄1．98   
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に関しては、廃棄澱粉や搾油率の高い糖蜜が有利であることを示している。  
表8 燃料コストの比較  
燃料のタイプ   
価 格   石油相当価格  
＄／L  バレル当り豪ドル   
無鉛石油   0．31   49．28   
＿．▲ナ アイーゼル   0．34   54．05   
バイオ・ディーゼル   
使用済み食用油   0．35   55．64   
菜種種子   1．01   160．57   
タロー■（家畜内臓）   0．66   104．93   
菜種油   1．19   189．19   
パーム油   0．75   119．24   
エタノール   
廃棄でん粉   0．18   28．62   
C糖密   0．26   41．33   
ソルガム   0．37   58．82   
B糖密   0．48   76．31   














－48一   
加賀爪 優：豪州における穀物からのバイオ燃料生産の動向とその意義  
図5 石油代替燃料としてのバイオ燃料による温室効果ガス放出削減効果   
エタノール  エタノール  エタノール  エタノール  バイオディーゼル  
穀物  砂糖黍   砂糖黍  セルロース■飼料 菜種  









6．終わりに   
現在では、豪州はバイオ燃料の生産は小規模で着手したばかりである。また、国内でも、  
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現にアメリカや中国では、バイオ燃料用への食用トウモロコシの転換がトウモロコシの価格  
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